
 

長野県主伐・再造林推進ガイドライン（案）について 

林 務 部 

１ 策定の趣旨 

 主伐・再造林の推進は、持続的な林業経営の促進や 2050ゼロカーボンの取組に貢献す

る一方で、実施方法によっては、誤伐、林地崩壊・土砂流出、景観の変化に伴う住民の

不安等につながる可能性もあり、林業という産業自体の社会的信用に影響することも考

えられる。 

このため、林業事業体等が主伐・再造林に取り組むべき「法令上」「環境配慮上」「施

業上」の留意点や実施方法を整理したガイドラインを策定し、防災面や環境への配慮が

なされ、地域理解が得られる主伐・再造林を推進する。 

 

２ ガイドライン（案）の特徴 

（１）主伐を実施する上での技術的視点にとどまらず、防災上・景観上の観点から配慮

すべき点についても、専門家の知見等を取り入れて整理 

（２）チェックシートを活用し、事業体等が主体的にＰＤＣＡサイクルに沿って防災・

景観の配慮や効率的な施業方法により、主伐・再造林に取り組めるような構成 

  ［チェックシートのイメージ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ガイドラインに沿った主伐・再造林の実施にあたり、県が事業体等に対して行う

技術面等での支援について記載 

   ［主な記載内容］ 

 ・災害リスクの事前確認に必要な CS立体図等のデジタル技術の活用 

 ・様々なツールを活用したシミュレーションなど景観面での影響の視覚化 

 ・架線技術者の養成や事業体自ら行う研修会の支援 
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３ ガイドライン（案）の概要 

主伐・再造林を実施する場所や災害リスクの確認、景観への影響の確認、作業方法

の決定、地域の理解と協力などに関する留意点について、施業の流れに沿って記載 

記載内容の例 

〇 災害リスクの確認 

主伐や路網等の作設が新たな災害のきっかけにならないよう、現地調査ととも

に長野県林業総合センターが開発したＣＳ立体図等を活用し、地形から読み取れ

る「森林に潜む崩壊危険地」を事前に把握し、路網等の開設や主伐を回避すべき

森林を特定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 景観への影響の確認 

主伐区域の設定や路網の作設等の検討に当たって、事前に周辺道路や多くの人

が集まる場所（主要な駅等）から写真を撮影するなどし、主伐実施後の景観につ

いてシミュレーションし、確認 
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主伐後の更新のイメージ 

植栽した樹木は、概ね 15年で 10m程度に成長 



〇 地域の理解と協力 

事業実施前に、回覧板や看板、必要に応じて地元説明会の開催などにより、関

係する住民に主伐・再造林の趣旨や施業内容などについて周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 防災に配慮した林内路網の作設手法（切土・盛土と適切な法面処理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の取組 

（１）ガイドライン（案）に関し、有識者の意見を伺うとともに、これまで実施した森

林組合への説明や森林フォーラムにおける林業事業体・県民への説明を通じ寄せら

れたご意見も参考に検討を進める。 

（２）ガイドラインに沿って林業事業体等が適切な主伐・再造林に主体的に取り組め

るよう、林業普及指導員等による普及啓発や技術指導に努めるとともに、技術の

進歩や新たな課題に対応し、事業体等と意見交換をしつつガイドラインを更新し

ていく。  
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